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第２四半期累計期間業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2017 年５月 11 日に公表いたしました 2018 年３月期第２四半期累計期間(2017 年４月１日～
2017 年９月 30 日)の業績予想と、本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいた
します。 
 

記 

１．業績予想と実績の差異 

 

2018 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想値と実績値の差異(2017 年４月１日～2017 年９月 30 日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想(Ａ) 
百万円 

7,100 

百万円 

220 

百万円 

160 

百万円 

100 

円 銭 

17.41 

今回発表実績(Ｂ) 7,752 290 241 156 27.97 

増減額(Ｂ－Ａ) 652 70 81 56  

増減率(％) 9.2 31.9 50.8 56.2  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2017年３月期第２四半期) 
7,187 218 158 37 6.45 

 

２．差異が生じた理由 

売上高につきましては、当初計画では見込んでおりませんでした制御システム取扱いの新規案件開始が

大きく寄与したことに加え、工作機械のスポット受注が増加したことで、当初予想を上回る見込みとなり

ました。 

利益面につきましては、国内外ともに工作機械の取扱いが計画以上に推移し利益に貢献したほか、売上

高が大きく増加するなかで販売費及び一般管理費を当初計画内に維持したことにより、営業利益、経常利

益、親会社株主に帰属する四半期純利益ともに当初予想を上回る見込みとなりました。 

なお、通期の業績予想につきましては、従来の予想から変更はありません。 

 

※当資料に記載されている内容は、種々の前提に基づき記述したものでありますが、この記述は、将来

の業績を保証するものではなく、経営環境の変化等により異なる可能性があることをご留意ください。 

 

以  上 


